「２０１５フェスティバル構想」イメージ案
２０１４年９月１６日
大阪アーツカウンシル
フェスティバルをめぐる環境
・アートフェスティバルとは、複数の表現者・表現団体を集めて作品鑑賞の場を作るもの。
・世の中にはすでに、数多くのアートフェスティバルがある。
・大阪でも音楽、アート、演劇、デザインなどのフェスが様々な主体によって開催されてきたが、ブランドとなっているものは一部
　（大阪クラシック、minami wheel、高槻ジャズストリートなど）
アートフェスティバルのデザイン
＜一般的なアートフェスと、トレンド＞
・出演者を招待するもの、参加者を募りセレクションを行うもの、自由に参加できるものがある（自由参加枠を「フリンジ」と位置付けるなど）
・一般鑑賞者を対象にしたもの（B to C）と、バイヤーを意識したもの（B to B）とがある。後者の場合には、出展ブースを備え、セミナー、シンポジウムなどを併催することも多い。
・美術では、地域を意識したフェスティバルが近年の主流である（ex.屋外でのアートプロジェクト、アーティストinレジデンス、市民参加型作品）。
＜ニーズに対応したデザイン＞
・「お祭り感」を出そうと演目数を増やしすぎると「時間が重なって行けない」
「お金がかかりすぎる」「全体を見通せない」などが起きる。
・鑑賞者の中には、自分もやってみたい、表現する側に行きたいと考える人が増えてきているが、フェスティバルの多くは「よき作り手を見せる」部分にのみ注力している。
・フェスティバル本番までに予備選考を行う、ワークショップやショーケースを行うなど、事前の盛り上がりを作ること、またフェスティバルを機に新たな活動が起こる、アートに参画する人が増えるなど、事後の波及効果を起こすことなどを考えておく必要がある。
・フェスティバルには、存在を知りながら会場に足を運ばない人も多数いるが、事後の波及効果をも成功の要素とするならば、その人たちに対する訴求も大事。
・ジャンルのタコツボ化、ともいうべき状況がある。鑑賞者は、自分が慣れ親しんでいないジャンルに対しては心理的ハードルを感じる。知らないジャンルに関心を持ち、足を運んでもらうためには「入口のデザイン」が必要（ナビゲーターを置く、分かりやすい説明、口コミが集客に活かせるような期間設定など）
＜新規フェスティバル案＞　20140916　大阪アーツカウンシル
1） コアフェスティバルの企画・運営
2） 情報発信〜大阪の既存のフェスティバル的事業も集めて〜
の二つのミッションを実行する。
　
☆「フェスティバル」を通じて様々なつながりをつくる
☆才能が自由に動ける環境をつくる
☆成果を府民市民と共有する
の三つの目標を実現する。
１）コアフェスティバル
会場：中之島界隈の劇場・ホール
　　大阪市中央公会堂、東洋陶磁美術館など
開催時期：2015年9月～11月
企画：主に大阪で活動する、各ジャンルの４０歳以下のプロデューサー。
　　　　数人が共同で一つのフェスティバルを企画・運営
出演者：各ジャンルのプロデューサーが、大阪内外から招聘
ジャンル：ジャンルミックスのフェスティバルとする。
　　　　　演劇・ダンス・音楽・アート・映像などから幅広く
開催内容・スケジュール：
事前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　
ショーケース以下の３段階を2015年秋の約１ヶ月の間に展開する。
２）情報発信
丁寧な情報発信がコアフェスティバルは鍵となる。
また、コア以外に、大阪クラシック、大阪アジアン映画祭など行政が関わるもの、民間団体や劇場・ホール主催のフェスティバルについても情報を集め、発信。「フェスティバル都市大阪」の都市魅力を打ち出す。
　手法）
　・リアルタイムの情報発信
　　SNSを活用、日本語と外国語で丁寧に発信を続ける
　・マスメディアへの働きかけ
　　テレビ・ラジオ、新聞、雑誌へ情報提供。関西にとどまらず、全国、海外も視野に
　・ガイドブック作製
　　天神祭から演劇祭、アートフェスティバルまで、大阪の１年間のフェスティバルが一覧
　　できる「フェスティバルガイドブック」を発行。webも展開する。外国語でも。
第３回大阪府市文化振興会議





資料１





出演者決定





招聘者による


ミーティング





ジャンルミックスの


ショーケース





入口企画としての


ワークショップ





フェスティバル


（作品鑑賞の場）





広報宣伝





企画制作








PAGE  
1

